
広報たかはま　H29.10.152

～「思いやり　支え合い　手と手をつなぐ　大家族たかはま」の実現をめざして～

第６次高浜市総合計画（計画期間：平成23年度～平成33年度）を前期・中期・後期に分けて進めるな
か、平成29年度は、中期基本計画の最終年度であることから、「後期基本計画」を策定します。社会状況
や市の現状、新たな課題などをふまえ、基本構想の実現に向けて、平成30年度～平成33年度までに、市
民・地域・事業者・関係機関・行政が協働して取り組むまちづくりの目標・目指すべき姿や、目標達成のた
めの取り組みの方向性を示すものです。
これまで、諮問機関である「高浜市総合計画審議会」や市民討議の手段として行った「たかはま未来カフェ」
など、市民の皆さんからの意見をいただきながら計画づくりをすすめ、このたび素案がまとまりましたので、
広く市民の方に公表し、意見を伺うため、素案発表会と意見募集（パブリックコメント）を実施します。

素案発表会に参加を希望する方は、下記問合せ先に連絡いただくか、市公式ホームページ（http://www.
city.takahama.lg.jp）に掲載、各公共施設＜市役所（総合政策グループ）・いきいき広場・各公民館・各
ふれあいプラザ・図書館・体育センター＞に設置されているチラシの申込書に必要事項を記入のうえ、11
月１日（水）までに総合政策グループへ申し込んでください。

（先着100人　※市内在住・在勤・在学の方、個人での申込みに限る）

第６次高浜市総合計画　後期基本計画
「素案発表会」・「意見募集（パブリックコメント）」を行います

申込・提出・問合せ先　□市総合政策グループ　〒444－1398（住所不要）
☎52－1111（内線365）　 ■℻52－1110　Eメール　seisaku@city.takahama.lg.jp

第６次高浜市総合計画 後期基本計画 「素案発表会」
と　き　　11月７日（火）　午後７時～８時30分
ところ　　高浜市いきいき広場２階　いきいきホール
市職員から後期基本計画（素案）の概要について発表を行い、参加者の皆さんと素案に対する意見交

換を行います。

第６次高浜市総合計画 後期基本計画 「素案に対する意見募集」
■素案冊子の入手方法 〔11月７日（火）より〕
①窓口で配布…市役所・いきいき広場・各公民館・各ふれあいプラザ・図書館で配布
②ホームページ…市公式ホームページからダウンロード可

■意見の提出期間　11月７日（火）～21日（火）　※郵送の場合は当日消印有効
■提出方法　次のいずれかの方法により提出してください。
①計画素案配布場所に設置してある「意見提出箱」へ投函
②総合政策グループ窓口（市役所２階29番）へ持参
③郵送、ファクス、電子メールで提出
※提出にあたっては「氏名」「住所」「電話番号」
「意見とその理由（該当箇所）」を明記してください。

■意見募集結果の公表　「広報たかはま」平成30年１月１日号を予定

後期基本計画に掲げる取組みの現状を測り、今後の事業改善など
の基礎資料とするため、満18歳以上の方（無作為に抽出した2,500
人）を対象に、市民意識調査を実施します。
調査票が届きましたら、協力をお願いします。

市民意識調査に
協力してください
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問合せ先　いきいき広場内学校経営グループ　☎52－1111（内線345）

カ メ ラ レ ポ ー ト
第36回西三河地域子ども会球技大会

西三河地域子ども会育成連絡協議会主催の球技大会（ドッ
ジボール）が西尾市総合体育館で行われました。高浜市か
らは雷神（男子・高取地区）、Ｔ・ガールズ（女子・高取
地区）が参加し、熱戦をくりひろげました。仲間といっし
ょに戦うスポーツの楽しみを感じているようでした。
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異文化を理解し、国際的な視野を広げるとともに、高浜市
や日本のよさを見つめ直すことを目的に実施している中学生
海外派遣。今年は８月16日～23日に、高中生７人・南中生
３人がブルネイ・ダルサラーム国を訪問しました。
ブルネイは、人口約40万人、東南アジアのボルネオ島北部
に位置しているイスラム教国。高浜市から三州瓦を輸出した
縁から、「愛・地球博」の際にフレンドシップ国となりました。
高浜市では平成20年度から、毎年、中学生をブルネイに
派遣しており、今年度で10年目を迎えます。生徒たちは三
州瓦が使われている王宮、モスク、熱帯雨林や水上集落を見
学したほか、学校での授業体験などをとおして、現地生徒と
の交流を深めました。また、セレモニーでは、「ソーラン
節」を舞い、「BELIEVE」「未来へ」などの合唱を披露し、
お互いの文化を紹介しました。
９月28日には、「帰国報告会」で体験談や今後の抱負な
どを発表。この貴重な経験は、かならず成長の糧となるでし
ょう。

中 学 生 海 外 派 遣 団

ブルネイ・
ダルサラーム国を訪問

★深谷拓也さん（高浜中学校）
今回は海外派遣の機会を与えてくださった

ことに心から感謝しています。はじめは言語も
生活習慣も違い、戸惑うこともありました。しか
し、ブルネイの皆さんの心遣いや温かさに触
れ、コミュニケーションをとろうとする気持ちの
大切さを改めて感じることができました。
★神谷春花さん（南中学校）
ブルネイで過ごした10日間は一生忘れられ
ないものとなり、そこで出会ったホストファミリ
ーやクラスメイトは大切な人たちとなりまし
た。また、経験のないことに挑戦することで、新
しいものを得られるということを学びました。
海外派遣に関わってくださった人みんなに感
謝の気持ちでいっぱいです。

派遣団参加者の感想
▲訪問先での集合写真

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！地域で見守る子育て！子育ち！
発達障がいのお子さんの成長・子育てを地域で見守りましょう
近年、『発達障がい』という言葉をよく耳にするようになってきました。発達障がいは脳機能の障が

いで、種類や症状はさまざまです。軽度を含めた発達障がいの出現頻度は10人に１人であるといわれ
ており、めずらしいことではありません。子どものかんしゃくや落着きがないなどの場合「本人の努力
不足」や「育て方が悪い」、「わがまま」と周囲からの理解を得にくいことが多く、本人や家族を苦し
め、自分に自信を持てなくなり、うつ病などの「二次障害」を起こすことがあります。その子らしく自
信を持って社会で生きる力をつけるためには、特性にあった適切な対応が望まれます。
また、発達障がいのお子さんを持つ親は、気が休まらないことが多く、子育てを辛く感じたり孤立し

た育児になりがちです。周囲の配慮によって、子も親も生活しやすくなるのではないでしょうか。
地域でできること
○地域でつながり、温かく見守る　○正しい知識を持ち、子どもとその家族へ配慮する


